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報
告
第
１
号

甲
佐
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の

報
告
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
に
関
す
る
町
の
行
動
計

画
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
議
会
へ
報
告
が
あ
っ
た
。

○
可
決
さ
れ
た
議
案

の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
。

議
案
第
１
号

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
　

高
遊
原
南
消
防
組
合
の
解

散
に
伴
う
規
約
の
一
部
変
更

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
２
号

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　

町
営
住
宅
の
明
渡
し
請
求

及
び
滞
納
家
賃
等
の
支
払
い

請
求
に
関
す
る
訴
え
の
提
起

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
３
号
か
ら
第
７
号

町
道
の
路
線
廃
止
・
路
線

認
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
３
号
及
び
第
４
号
）

　

町
道
広
瀬
線
の
起
点
の
変

更
に
伴
う
廃
止
と
認
定
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

（
議
案
第
５
号
及
び
第
６
号
）

　

町
道
下
豊
内
西
原
線
の
終

点
部
分
及
び
県
道
と
の
重
用

部
分
を
廃
止
し
、
新
た
に
町

道
下
豊
内
上
揚
線
と
す
る
こ

と
に
伴
う
廃
止
と
認
定
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

（
議
案
第
７
号
）

　

町
道
南
三
箇
中
山
線
を
新

た
に
認
定
す
る
こ
と
を
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
８
号

甲
佐
町
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
の
う
ち

平
成
25
年
度
末
で
事
業
に
使

用
し
て
い
な
い
残
金
４
，
０

０
０
万
円
を
平
成
26
年
度
に

お
い
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す

る
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

議
案
第
９
号

甲
佐
町
社
会
教
育
委
員
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
社
会
教
育
委
員
の

委
嘱
基
準
に
つ
い
て
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

で
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
10
号

財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無

償
貸
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

公
有
財
産
の
貸
付
に
該
当

す
る
も
の
に
「
公
共
的
団

体
」
を
追
加
す
る
一
部
改
正

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
11
号

行
政
財
産
使
用
料
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

公
有
財
産
の
貸
付
に
係
る

減
免
に
該
当
す
る
も
の
に

「
公
共
的
団
体
」
を
追
加
す

る
一
部
改
正
を
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。

議
案
第
12
号

甲
佐
町
課
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

課
の
分
割
及
び
係
の
配
置

見
直
し
の
た
め
の
一
部
改
正

で
、
企
画
財
政
課
を
企
画
課

と
し
、
財
政
及
び
財
務
に
関

す
る
事
務
を
総
務
課
が
所
管

す
る
改
正
を
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

議
案
第
13
号

甲
佐
町
上
水
道
給
水
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

水
道
料
金
の
改
定
を
行
う
た

め
の
一
部
改
正
を
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

　

３
月
定
例
会
は
、
７
日
に
開
会
し
、
12
日
ま
で
６
日
間
の
審
議
を
行
っ
た
。

案
件
は
報
告
案
件
１
件
、
規
約
案
件
１
件
、
訴
え
の
提
起
案
件
１
件
、
町
道
の
路
線
廃
止
、
認
定
案
件
４
件
、
条
例

案
件
６
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
案
件
１
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
、
そ
の
他
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

町道「南三箇中山線」の終点部付近

3月定例会
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議
案
第
14
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

甲
佐
中
学
校
屋
外
プ
ー
ル

改
築
工
事
に
お
い
て
、
１
２

８
万
１
，
８
０
９
円
を
増
額

し
、
１
億
３
，
６
７
３
万
１
，

８
０
９
円
と
す
る
契
約
変
更

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
15
号

平
成
25
年
度
甲
佐
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

８
，
４
１
９
万
７
，
０
０

０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
61
億
１
，
７
７
６
万

３
，
０
０
０
円
と
す
る
補
正

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
16
号

平
成
25
年
度
甲
佐
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

４
，
６
８
３
万
１
，
０
０

０
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
17
億
９
，
０
０
１
万

８
，
０
０
０
円
と
す
る
補
正

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
17
号

平
成
25
年
度
甲
佐
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

１
，
９
７
５
万
８
，
０
０

０
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
13
億
４
，
６
５
１
万

円
と
す
る
補
正
を
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

議
案
第
18
号

平
成
25
年
度
甲
佐
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
８
９
万
１
，
０
０
０
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
３
，
３
０
８
万
２
，

０
０
０
円
と
す
る
補
正
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
19
号

平
成
26
年
度
甲
佐
町
一
般

会
計
予
算

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
20
号

平
成
26
年
度
甲
佐
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

前
年
よ
り
、
２
，
０
８
８

万
７
，
０
０
０
円
減
の
総
額

17
億
３
，
１
８
４
万
１
，
０

０
０
円
と
す
る
予
算
を
、
賛

成
８
反
対
１
不
在
２
で
可
決

し
た
。

議
案
第
21
号

平
成
26
年
度
甲
佐
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　

前
年
よ
り
、
６
，
８
６
１

万
２
，
０
０
０
円
増
の
総
額

13
億
５
，
２
４
９
万
７
，
０

０
０
円
と
す
る
予
算
を
、
賛

成
９
反
対
１
不
在
１
で
可
決

し
た
。

議
案
第
22
号

平
成
26
年
度
甲
佐
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

　

前
年
よ
り
、
１
１
６
万
４
，

０
０
０
円
減
の
総
額
１
億
３
，

３
８
０
万
９
，
０
０
０
円
と

す
る
予
算
を
、
賛
成
７
反
対

１
不
在
３
で
可
決
し
た
。

議
案
第
23
号

平
成
26
年
度
甲
佐
町
水
道

事
業
会
計
予
算

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

総
額
を
１
億
４
，
５
８
８
万

３
，
０
０
０
円
と
す
る
予
算

を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

甲佐中学校完成予想図

新たな水源を求めて（田口地内）
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平成26年度一般会計予算

　
一
般
会
計
当
初
予
算

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
63
億

41
万
２
，
０
０
０
円
で
、
前
年
度
比
6
・

7
％
、
３
億
９
，
３
２
３
万
９
，
０
０
０

円
の
増
と
な
っ
た
。

　

主
な
要
因
と
し
て
、
甲
佐
中
学
校
整
備

事
業
の
最
終
年
度
と
な
り
教
育
費
は
減
額

と
な
る
も
の
の
、
子
育
て
世
帯
等
へ
の
臨

時
給
付
金
支
給
事
業
な
ど
に
よ
る
民
生
費

及
び
町
道
改
良
事
業
に
伴
う
土
木
費
の
増

加
と
な
る
予
算
を
、
賛
成
８
反
対
１
不
在

２
で
可
決
し
た
。

　

反
対
討
論　

　
　

井
芹
し
ま
子　
議
員

　

国
に
よ
る
臨
時
の
交
付
金
等
の
活
用
に

よ
っ
て
多
く
の
建
設
事
業
が
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、
地
域
経
済
ま
た
暮
ら
し
も
消

費
税
の
増
税
等
で
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
地
域
経
済
や
福
祉
、

教
育
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算
と

な
っ
て
い
な
い
と
考
え
、
今
回
の
予
算
は

賛
成
で
き
な
い
。

　

賛
成
討
論

　
　
　

西
坂　

親　
議
員

　

甲
佐
町
民
の
26
年
度
に
お
け
る
町
民
生

活
の
根
幹
と
な
る
予
算
で
あ
り
、
執
行
に

遺
漏
な
き
を
期
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し

賛
成
す
る
。

避難施設の機能強化として、太陽光発電施設設置が
予定されている総合保健福祉センター（鮎緑）

改修が予定されている町民センター

（単位：万円）

歳　入 26年度 25年度 前年度から
の伸び率

町 税 82,428 80,299 2.7%

地 方 譲 与 税 6,800 6,100 11.5%

利子割交付金など 13,830 12,850 7.6%

地 方 交 付 税 205,000 210,000 △2.4%

分担金及び交付金 10,493 10,623 △1.2%

使用料及び手数料 3,873 3,781 2.4%

国 庫 支 出 金 122,126 88,314 38.3%

県 支 出 金 48,294 43,050 12.2%

財 産 収 入 な ど 692 648 6.8%

繰 入 金 64,972 34,014 91.0%

繰 越 金 5,000 5,000 0.0%

諸 収 入 2,853 1,878 51.9%

町 債 63,680 94,160 △32.4%

計 630,041 590,717 6.7%

（単位：万円）

歳　出 26年度 25年度 前年度から
の伸び率

議 会 費 8,516 8,459 0.7%

総 務 費 73,829 75,422 △2.1%

民 生 費 185,929 171,562 8.4%

衛 生 費 62,063 58,572 6.0%

農 林 水 産 業 費 18,811 17,692 6.3%

商 工 費 3,505 2,973 17.9%

土 木 費 104,862 54,816 91.3%

消 防 費 25,529 25,710 △0.7%

教 育 費 64,890 93,062 △30.3%

公 債 費 81,107 81,449 △0.4%

予 備 費 1,000 1,000 0.0%

計 630,041 590,717 6.7%
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安
津
橋
上
流
左
岸
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
基
本
計
画

Q
　

安
津
橋
上
流
左
岸
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
基
本
計

画
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
内
容
は
。

A
　

安
津
橋
上
流
左
岸

（
安
津
橋
健
康
広
場
グ

リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
の
上
流
）

の
場
所
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

を
予
定
し
て
基
本
計
画
を
策

定
す
る
。

　

国
土
交
通
省
の
所
管
で
あ

る
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
」
を
利
用
し
て
整
備
計

画
し
た
い
。
今
後
、
国
土
交

通
省
と
協
議
を
重
ね
て
進
め

て
い
く
。

　

整
備
事
業
内
容
は
、
夜
間

照
明
を
備
え
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
を
設
置

す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
た

い
。旧

御
船
法
務
局
内
の
自

動
交
付
機
利
用
状
況

Q
　

熊
本
法
務
局
御
船
支

局
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

旧
御
船
支
局
内
に
自
動
交
付

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
利

用
状
況
は
。

A
　

自
動
交
付
機
で
不
動

産
お
よ
び
商
業
法
人
の

登
記
に
関
す
る
証
明
等
の
交

付
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

24
年
は
１
月
か
ら
12
月
ま

で
発
行
部
数
７
，
４
８
７
通
、

利
用
者
が
３
，
４
５
５
人
、

25
年
は
発
行
部
数
９
，
２
４

０
通
、
利
用
者
が
４
，
０
２

０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

臨
時
非
常
勤
職
員
２
人
が

対
応
し
て
お
り
、
上
益
城
五

町
で
人
件
費
を
負
担
し
て
い

る
。浄

化
槽
設
置
目
標
年
度

と
設
置
率

Q
　

浄
化
槽
の
普
及
を
図

ら
れ
て
い
る
が
、
何
年

度
に
ど
の
く
ら
い
の
普
及
率

を
目
指
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
　

毎
年
百
基
ぐ
ら
い
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

　

24
年
度
現
在
で
普
及
率

46
・
３
％
で
あ
る
が
こ
れ
を

平
成
33
年
度
に
は
70
％
ま
で

普
及
さ
せ
た
い
。

　

今
後
は
、
チ
ラ
シ
配
布
、

座
談
会
等
を
開
催
し
て
普
及

促
進
に
努
め
た
い
。

雨
水
浸
透
施
設

Q
　

雨
水
浸
透
施
設
設
置

補
助
が
あ
る
が
事
業
内

容
は
。

A
　

こ
の
事
業
に
は
雨
水

浸
透
枡
設
置
事
業
と
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
設
置
事
業
の

二
種
類
が
あ
る
。

　

枡
設
置
事
業
は
、
枡
よ
り

雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
地
下
水
の
保
全

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
事
業
は
、

雨
水
を
タ
ン
ク
に
貯
留
し
て

そ
の
水
を
散
水
等
に
利
用
し

て
、
水
の
有
効
利
用
、
節
水

を
図
る
。

　

25
年
度
は
、
雨
水
浸
透
枡

が
四
基
、
貯
留
タ
ン
ク
が
二

基
の
申
請
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
業
に
要
す
る
費
用

は
、
熊
本
県
地
下
水
財
団
よ

り
全
額
補
助
で
あ
る
。

公
共
施
設
管
理
計
画

Q
　

公
共
施
設
管
理
計
画

策
定
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
ど
ん
な
内
容
か
。

A
　

現
在
、
町
が
保
有
す

る
公
共
施
設
が
91
施
設

で
２
５
５
件
く
ら
い
の
物
件

が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
建
て
替
え

や
更
新
順
位
を
決
め
た
り
し

て
一
時
的
に
高
額
の
費
用
負

担
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
こ
の

計
画
書
で
施
設
管
理
を
行
っ

て
行
き
た
い
。

そこが
知りたい Q&A

3月定例会

質疑より
グラウンド等の整備が計画されている安津橋上流

雨水貯留タンク
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学
童
保
育

Q
　

学
童
保
育
の
内
容
は
。

A
　

現
在
、
学
童
保
育
は

町
内
２
ヶ
所
で
実
施
し

て
い
る
。
旧
甲
佐
幼
稚
園
で

14
名
、
白
旗
福
祉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
20
名
が
利
用
し

て
い
る
。

　

保
育
料
は
、
６
，
０
０
０

円
で
あ
る
。

Q
　

旧
甲
佐
幼
稚
園
を
利

用
し
て
い
る
が
別
の
場

所
に
移
転
の
建
設
計
画
が
あ

る
が
内
容
を
。

A
　

旧
甲
佐
幼
稚
園
は
建

物
自
体
も
古
く
な
り
、

維
持
管
理
費
や
修
理
費
が
か

さ
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
甲

佐
小
学
校
敷
地
内
に
建
設
す

る
計
画
で
あ
る
。

　

26
年
度
に
設
計
を
行
い
27

年
度
に
建
設
計
画
で
あ
る
。

緑
の
産
業
再
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
促
進
事
業
補
助
金

Q
　

緑
の
産
業
再
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
促
進
事
業
補

助
金
の
内
容
と
、
ど
こ
が
利

用
さ
れ
る
の
か
。

A
　

熊
本
県
産
の
木
材
を

利
用
し
て
施
設
を
整
備

し
た
場
合
補
助
す
る
制
度
で

あ
る
。

　

今
回
は
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
、
Ｊ
Ａ
上
益
城
が
住

宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
建

設
さ
れ
る
。

　

補
助
率
は
、
50
％
補
助
で

あ
り
、
県
補
助
金
は
町
を
通

し
て
Ｊ
Ａ
上
益
城
に
助
成
さ

れ
る
。

定
住
促
進
住
宅
「
サ
ン

コ
ー
ポ
ラ
ス
甲
佐
」

Q
　
「
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス

甲
佐
」
の
入
居
者
数
、

家
賃
収
入
、
基
金
等
の
運
営

状
況
は
。

A
　

入
居
可
能
な
戸
数
は

60
戸
あ
る
が
、
現
在
の

入
居
者
は
56
戸
、
率
と
し
て

は
93
・
３
％
で
あ
る
。

　

24
年
度
の
収
入
額
は
１
，

２
３
０
万
円
く
ら
い
で
あ
る
。

　

収
入
額
の
内
か
ら
22
年
度

よ
り
毎
年
１
，
０
０
０
万
円

を
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
。

25
年
度
末
に
は
４
，
３
０
０
万

円
く
ら
い
の
積
立
金
と
な
る
。

Q
　

大
規
模
改
修
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
内
容
は
。

A
　
「
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス

甲
佐
」
の
施
設
は
住
宅

棟
二
棟
、
集
会
所
、
プ
ロ
パ

ン
棟
、
浄
化
槽
等
か
ら
な
っ

て
い
る
。
建
築
後
20
数
年
が

経
過
し
屋
根
、
壁
の
修
理
、

塗
装
等
の
大
規
模
改
修
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

４
ケ
年
計
画
で
改
修
す
る

予
定
で
あ
り
、
26
年
度
は
そ

の
内
の
一
棟
を
改
修
す
る
。

臨
時
福
祉
給
付
金

Q
　

臨
時
福
祉
給
付
金
の

事
業
内
容
の
説
明
を
。

A
　

平
成
26
年
４
月
か
ら

消
費
税
が
８
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

低
所
得
者
に
与
え
る
負
担
の

影
響
を
軽
減
す
る
た
め
低
所

得
者
に
対
し
給
付
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

対
象
者
は
、
25
年
分
の
所

得
に
対
す
る
課
税
が
平
成
26

年
６
月
に
確
定
す
る
が
、
住

民
税
が
非
課
税
の
方
で
あ
る
。

　

対
象
者
に
１
０
，
０
０
０

円
給
付
さ
れ
、
さ
ら
に
老
齢

基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金

等
の
年
金
受
給
者
に
つ
い
て

は
５
，
０
０
０
円
が
上
乗
せ

さ
れ
る
。

　

給
付
に
つ
い
て
は
本
人
申

請
が
必
要
と
な
る
。

電
子
入
札

Q
　

電
子
入
札
共
同
利
用

シ
ス
テ
ム
と
は
。

A
　

現
在
の
入
札
方
法
は
、

入
札
者
が
来
場
さ
れ
て

入
札
を
行
っ
て
い
る
が
、
電

子
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

業
者
の
利
便
性
の
向
上
や
事

務
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
る
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
シ

ス
テ
ム
導
入
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
る
。

町
営
住
宅
の
弁
護
士
委

託
料

Q
　

町
営
住
宅
に
関
し
て

弁
護
士
の
委
託
料
が
計

上
し
て
あ
る
が
理
由
は
。

A
　

町
営
住
宅
の
家
賃
を

長
期
滞
納
し
て
い
る
方

が
い
る
た
め
、
賃
貸
借
を
解

除
し
、
住
宅
の
明
け
渡
し
及

び
滞
納
家
賃
の
支
払
い
、
損

害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
行

う
た
め
の
弁
護
士
費
用
で
あ

る
。

　

３
名
を
相
手
に
訴
訟
を
行

う
。

学童保育が実施されている白旗福祉ふれあいセンター

大規模改修予定の
「サンコーポラス甲佐」
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一般質問
　　　と答弁

子
育
て
支
援

議
員

　

９
月
議
会
で
も
質
問
し
て

い
る
が
、
待
機
児
童
の
対
策

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。

ま
た
、
現
在
の
待
機
児
童
の

数
は
。

内
山
福
祉
課
長

　

２
月
末
に
お
い
て
は
12
名

の
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い

る
が
、
新
年
度
４
月
か
ら
は

各
保
育
園
と
の
調
整
で
発
生

し
な
い
状
況
で
あ
る
。
甲
佐

町
に
お
け
る
児
童
数
は
こ
こ

２
、
３
年
が
一
番
ピ
ー
ク
で

あ
る
と
考
え
、
各
保
育
園
に

は
保
育
士
を
増
員
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
一
番
の
早
道
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

各
保
育
園
か
ら
要
望
が
あ

る
な
ら
保
育
士
の
採
用
に
つ

い
て
は
町
の
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
て
、
保
育
士
の
確
保

の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

議
員

　

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

町
単
独
の
補
助
は
。

奥
名
町
長

　

町
か
ら
の
支
援
と
な
る
と

財
政
問
題
も
絡
み
、
国
の
経

済
対
策
で
そ
う
い
っ
た
事
が

な
い
か
調
査
し
た
が
厳
し
い

と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

議
員

　

こ
こ
２
、
３
年
が
児
童
数

の
ピ
ー
ク
で
あ
る
な
ら
こ
れ

か
ら
が
課
題
で
あ
り
早
急
な

対
策
を
今
後
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

火
葬
場
に
つ
い
て

議
員

　

火
葬
場
が
昭
和
52
年
４
月

か
ら
運
営
さ
れ
来
年
の
３
月

に
は
耐
用
年
数
が
終
わ
る
が

今
後
の
対
応
は
。

奥
名
町
長

　

一
部
事
務
組
合
の
統
合
に

つ
い
て
は
現
在
ま
で
４
回
の

協
議
を
重
ね
て
お
り
広
域
基

本
方
針
が
決
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ご
み
処
理
施
設

は
既
存
の
２
施
設
を
統
合
し

て
新
た
な
施
設
整
備
を
検
討

し
、
新
施
設
供
用
開
始
目
標

の
平
成
37
年
４
月
ま
で
は
施

設
の
延
命
化
を
図
る
。
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
整

備
に
合
わ
せ
て
併
設
施
設
と

し
て
の
整
備
を
検
討
し
そ
れ

ま
で
延
命
化
を
図
る
。
火
葬

場
に
つ
い
て
は
、
現
在
益
城

斎
場
と
妙
見
苑
の
２
施
設
が

あ
る
が
、
益
城
斎
場
は
ま
だ

ま
だ
性
能
も
問
題
な
く
利
用

で
き
る
が
妙
見
苑
に
お
い
て

は
今
後
新
た
な
施
設
整
備
を

行
わ
ず
、
近
隣
の
火
葬
場
へ

の
業
務
委
託
を
検
討
す
る
。

議
員

　

今
後
業
務
委
託
で
の
方
向

で
火
葬
場
運
営
が
検
討
さ
れ

る
と
お
聞
き
し
た
が
利
用
料

等
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

一
圓
環
境
衛
生
課
長

　

利
用
料
等
詳
細
な
内
容
は

今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

堤
の
改
修
を

議
員

　

上
早
川
の
田
代
と
船
津
山

口
の
堤
の
改
修
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
た
い
。

本
田
産
業
振
興
課
長

　

上
早
川
の
田
代
の
堤
は
平

成
23
年
６
月
に
一
部
が
漏
水

に
伴
い
陥
落
し
た
た
め
応
急

的
な
処
置
を
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
本
格
的
な
改
修
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
堤
の
本

格
的
な
改
修
と
な
る
と
多
大

な
財
源
の
確
保
が
必
要
と
な

る
。

　

町
単
独
の
事
業
で
は
非
常

に
困
難
で
あ
る
た
め
、
国
の

補
助
事
業
で
あ
る
中
山
間
総

合
整
備
事
業
で
の
対
応
を
考

え
て
い
る
。

　

こ
の
中
山
間
総
合
整
備
事

業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
事

業
採
択
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
た
め
現
在
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
船
津
山
口
の
堤
も

中
山
間
総
合
整
備
事
業
の
採

択
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

平成27年３月に耐用年数を
迎える妙見苑

荒
　
田
　
　
　
博�

議
　
員
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要
支
援
の
地
域
支
援
事

業
移
行
へ
の
影
響
は

議
員

　

国
は
要
支
援
１
、
２
の
通

所
介
護
・
訪
問
介
護
に
つ
い

て
は
、
介
護
保
険
を
使
え
な

く
し
、
今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス

は
町
の
地
域
支
援
事
業
に
移

行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
健
康
を
守
る
為

に
も
、
町
は
今
ま
で
と
同
じ

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
を
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え

は
。

内
山
福
祉
課
長

　

要
支
援
１
、
２
に
対
す
る

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
市

町
村
が
行
う
地
域
支
援
事
業

に
移
行
す
る
こ
と
が
法
案
の

内
容
だ
が
、
介
護
費
用
の
削

減
の
為
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
が
行
っ
て
き
た
サ
ー
ビ

ス
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

よ
る
市
町
村
の
任
意
事
業
で

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

事
業
の
担
い
手
確
保
、
育
成
、

運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
問
題

点
が
あ
る
。
町
と
し
て
は
、

国
か
ら
の
具
体
的
な
改
正
内

容
説
明
を
受
け
、
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

議
員

　

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
、
今
ま
で

介
護
の
プ
ロ
が
行
っ
て
き
た

生
活
支
援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
任
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
だ

が
、
人
材
育
成
や
確
保
な
ど

受
け
皿
作
り
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

内
山
福
祉
課
長

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
は
社

協
で
行
っ
て
い
る
が
、
現
在

は
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
、
養
成
も
実
施

し
て
い
る
。
移
行
後
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
皆
さ
ん

に
お
願
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
内

容
の
区
分
け
を
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員

　

介
護
保
険
法
見
直
し
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

内
山
福
祉
課
長

　

今
回
の
介
護
保
険
法
改
正

に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

給
付
の
伸
び
を
抑
制
す
る
こ

と
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
お

り
、
事
業
者
の
事
業
収
入
に

影
響
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。高

齢
者
世
帯
へ
の
タ
ク

シ
ー
券
補
助
は

議
員

　

高
齢
で
車
の
運
転
が
出
来

な
い
、
車
が
な
い
高
齢
者
世

帯
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の

健
康
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
移
動
手
段
の
確
保
は
重

要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

移
動
手
段
の
確
保
は
高
齢
者

の
健
康
を
守
る
だ
け
で
は
な

く
、
商
店
街
の
購
買
力
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
タ

ク
シ
ー
の
補
助
券
の
発
行
は

重
要
な
施
策
だ
と
考
え
る
。

町
の
考
え
は
。

奥
名
町
長

　

町
の
事
業
と
す
る
に
は
、

非
常
に
対
象
者
も
少
な
く
な

い
と
思
わ
れ
、
近
年
の
扶
助

費
の
伸
び
を
考
え
た
場
合
、

一
般
財
源
で
対
応
す
る
に
は

厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
体
制
の
強
化
は

議
員

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
定
年
退
職
な
ど
高
齢
者
の

方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か

な
経
験
や
得
意
技
能
を
活
か

し
た
働
き
方
に
よ
っ
て
生
き

が
い
や
生
活
の
充
実
が
図
ら

れ
る
よ
う
就
業
の
機
会
を
提

供
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

地
域
社
会
の
福
祉
や
活
性
化

に
貢
献
す
る
重
要
な
制
度
だ
。

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
で
、
セ
ン
タ
ー
体
制
強

化
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ

の
為
に
も
体
制
を
複
数
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

奥
名
町
長

　

複
数
体
制
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
受
託
作
業
量
で
賄
え

る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

現
在
、
会
員
募
集
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
今
後
、
会
員

増
や
受
託
作
業
量
の
問
題
な

ど
見
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
。

井
　
芹
　
し
ま
子�

議
　
員

シルバー人材センターによる作業風景

サポーター養成講座
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行
政
区
の
事
業
要
望
の

件
は

議
員

　

行
政
区
か
ら
の
事
業
計
画

要
望
は
ど
れ
く
ら
い
出
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、、
ど
の

担
当
課
の
も
の
が
多
い
か
。

井
上
総
務
課
長

　

平
成
26
年
度
の
要
望
が
、

1
2
9
件
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
主
に
建
設
課
、
産

業
振
興
課
の
も
の
が
多
く
、

二
つ
の
課
で
、
約
80
％
以
上

を
し
め
て
い
る
。

議
員

　

西
原
地
区
よ
り
出
し
て
あ

る
堤
の
改
修
工
事
の
件
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

本
田
産
業
振
興
課
長

　

町
単
独
事
業
は
困
難
と
思

わ
れ
る
の
で
、
国
の
補
助
事

業
で
あ
る
中
山
間
総
合
整
備

事
業
で
対
応
で
き
な
い
か
検

討
を
進
め
て
い
る
。

議
員

　

宮
内
区
長
会
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
宮
内
地
区
民
の
災
害

時
の
迂
回
路
に
も
な
り
う
る

美
里
町
へ
通
じ
る
道
路
整
備

計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

本
田
産
業
振
興
課
長

　

こ
の
件
に
際
し
て
は
、
県

の
林
務
課
で
調
査
中
で
あ
り

地
域
森
林
計
画
の
林
道
と
し

て
つ
く
る
場
合
に
は
、
い
く

つ
か
の
条
件
を
整
え
れ
ば
、

森
林
計
画
林
道
と
し
て
、
27

年
度
に
申
請
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
美
里
町
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　

町
道
坂
谷
線
は
、
緊
急
危

険
箇
所
と
し
て
対
応
す
る
必

要
は
な
い
の
か
。

西
坂
建
設
課
長

　

現
場
状
況
か
ら
、
事
業
費

も
相
当
な
費
用
を
要
す
る
た

め
事
業
実
施
方
法
や
町
単
独

で
す
る
の
か
、
補
助
事
業
を

活
用
す
る
の
か
等
を
検
討
し

て
い
る
。

議
員

　

坂
谷
線
に
つ
い
て
は
、
地

形
的
に
も
ほ
ぼ
垂
直
に
な
っ

て
い
る
の
で
早
急
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
仮
に
落
石
等
に
よ

り
人
身
事
故
な
り
車
な
ど
に

損
傷
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
処

を
考
え
て
い
る
の
か
。

奥
名
町
長

　

路
面
陥
没
箇
所
等
に
車
な

り
、
人
が
落
ち
込
み
損
傷
さ

れ
た
場
合
は
、
総
合
賠
償
保

険
を
活
用
す
る
。
法
面
崩
壊

等
に
よ
る
事
故
の
場
合
、
そ

の
保
険
制
度
が
適
用
で
き
る

か
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

選
挙
費
用
ど
の
く
ら

い
？

議
員

　

国
・
県
・
町
の
選
挙
に
要

す
る
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
か

る
の
か
。

井
上
総
務
課
長

　

国
政
選
挙
の
場
合
、
衆
・

参
議
員
選
挙
で
そ
れ
ぞ
れ
６

０
０
万
前
後
、
ま
た
、
県
・

町
の
選
挙
に
関
し
て
も
５
０

０
万
か
ら
６
０
０
万
程
度
の

経
費
が
必
要
で
あ
る
。

　

金
額
の
差
異
は
、
選
挙
期

間
の
違
い
に
よ
る
期
日
前
投

票
等
に
か
か
る
経
費
等
が
変

わ
っ
て
く
る
た
め
差
が
あ
る
。

議
員

　

甲
佐
町
に
お
い
て
、
町
長
、

議
員
選
挙
が
同
年
に
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、
同
日
選
挙
に

は
で
き
な
い
か
。

井
上
総
務
課
長

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
職
選
挙
法
第
34
条
の
２
に

規
定
さ
れ
て
お
り
、
お
互
い

の
任
期
の
期
間
が
90
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
同
時
に
選
挙
が

で
き
る
。

　

し
か
し
、
甲
佐
町
の
場
合
、

町
長
、
議
員
選
挙
の
期
間
が

６
ヶ
月
間
あ
る
の
で
、
同
日

選
挙
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
。甲

佐
町
の
観
光
案
内
板

の
こ
と
で

議
員

　

町
内
の
観
光
案
内
板
の
設

置
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

本
田
産
業
振
興
課
長

　

町
内
45
ヶ
所
に
設
置
し
て

あ
り
、
観
光
地
の
Ｐ
Ｒ
や
、

目
的
地
に
的
確
に
行
け
る
よ

う
設
置
し
て
い
る
。

議
員

　

役
場
の
町
営
バ
ス
発
着
所

の
観
光
案
内
板
に
は
、
益
城

橋
、
藤
宮
橋
（
井
戸
江
峡
吊

り
橋
）、
そ
れ
と
西
原
橋
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

本
田
産
業
振
興
課
長

　

掲
載
の
有
無
に
つ
き
ま
し

て
の
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
書
き
込
み
の
方
法
、
費

用
等
も
併
せ
検
討
し
た
い
。

西
　
坂
　
和
　
洋�

議
　
員

早期改修が望まれる堤

観光案内板
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今
ま
で
、
議
会
に
対
し
て
関
心
は
あ
っ
て
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪

か
っ
た
り
し
て
傍
聴
の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
議
員
の
方
々
の
思
い
や
、

疑
問
点
と
は
何
だ
ろ
う
と
気
に
な
り
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
ま
で
保
健
、
医
療
、
福
祉
活
動
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ら
の
質
問
が
あ
れ
ば
嬉
し
く
も
あ
り
、
も
っ
と
質

問
し
て
ほ
し
い
な
と
感
じ
た
り
し
な
が
ら
、
質
問
に
共
感
し
た
り
、

理
解
を
深
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
震
災
以
後
は
、「
絆
」
や
「
支
え
合
う
」
と
い
う
言
葉

が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
絆
、
支
え
合

う
こ
と
は
ど
ん
な
立
場
に
あ
ろ
う
と
も
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

元
気
な
と
き
は
「
自
分
は
一
人
で
も
大
丈
夫
」
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
い
ざ
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
と
人
と
の
交
わ
り
が
お
っ
く

う
に
な
っ
た
り
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

各
地
区
で
は
支
え
合
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、
各
公
民
館
で

各
種
の
「
出
前
講
座
」
等
が
開
催
さ
れ
て
地
域
の
活
性
化
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
早
川
地
区
で
も
、
今
後
み
ん
な
が
交
流
す
る
機
会
の
場
を
増

や
し
、
お
互
い
の
元
気
を
確
か
め
あ
う
場
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

甲
佐
町
の
す
べ
て
の
人
が
心
身
と
も
に
元
気
で
生
活
す
る
た
め

に
は
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
か

を
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
た
い
も
の
で
す
。

　

甲
佐
町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
い
、
執
行
部
、
議
会
が
切
磋

琢
磨
し
て
町
政
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
学
校
で
は
入
学

式
や
会
社
で
は
入
社
式
が
行
わ
れ
新

た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
す
る
人
が

多
い
こ
の
季
節
。

　

新
た
な
出
会
い
も
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

そ
ん
な
新
し
い
出
会
い
（
発
見
）

を
我
が
町
に
お
い
て
議
会
広
報
紙

「
清
流
」
で
町
民
の
皆
様
に
お
届
け

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
愛
読
の
程
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
Ｈ
・
Ａ
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　
　

本
郷　

昭
宣

　
　
　

副
委
員
長　
　

井
芹
し
ま
子

　
　
　

委　
　

員　
　

西
坂　

和
洋

　
　
　

委　
　

員　
　

福
田　

謙
二

　
　
　

委　
　

員　
　

荒
田　
　

博

編

集

後

記

議
案
第
24
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
上
揚
井
戸
江
線
の
橋
台
工

事
の
内
容
を
変
更
し
、
契
約
金
額

を
１
０
５
万
４
６
４
円
増
額
し
７
，

９
８
０
万
４
６
４
円
と
す
る
契
約

変
更
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

議
案
第
25
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
松
ヶ
崎
妙
見
谷
線
の
日
出

来
二
号
橋
下
部
工
事
の
内
容
を
変

更
し
、
契
約
金
額
を
３
７
３
万
２
，

８
０
７
円
増
額
し
８
，１
６
４
万

２
，８
０
７
円
と
す
る
契
約
変
更

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

議
案
第
26
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

甲
佐
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

工
事
の
内
容
を
変
更
し
、
契
約
金

額
を
１
３
６
万
４
，７
８
５
円
増

額
し
５
億
３
，６
２
３
万
４
，７
８

５
円
と
す
る
契
約
変
更
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
た
。

平
成
26
年

　

第
１
回
臨
時
会

傍
聴
席
か
ら
一
言

支
え
合
う
社
会
を
め
ざ
し
て

北
早
川
　
備
　
後
　
由
喜
江

工事が進む町道「上揚井戸江線」


